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本庄市立金屋小学校



５年生の実践（学級の実態）

○男女ともに仲良く、明るく元気
○休み時間などにALTとの会話を
楽しむ子がいる
▲英語を非常に苦手に感じている
児童もいる



Small talkについて



Small Talk

○小中連携でSmall Talkの充実を図る
研究を行う前のSmall Talkのイメージ

⇒児童同士があるテーマに沿って英語で会話を行う

<小学校外国語活動・外国語研修ガイドブックによると>
「Small Talkとは、高学年新教材で設定されている活動である。2 時
間に 1 回程度、帯活動で、あるテーマのもと、指導者のまとまった

話を聞いたり、ペアで自分の考えや気持ちを伝え合ったりすること
である。また、5 年生は指導者の話を聞くことを中心に、6 年生はペ
アで伝え合うことを中心に行う。」

「とりあえず、まとまった話を聞かせるところから始めよう」



Small Talk



＜Small Talkの実施の変化＞
①その単元で習う英語表現を使ったT- Tの会話を児童に聞かせる
②T- Tの中に少しずつT- Sの会話を入れていく（児童に質問する）
▲一問一答でただのPracticeをしているようなT- Sになってし

まっていた。

▲児童の興味があまり高められていないので「伝えたい」と思わ
せることができなかった。
③Small Talkでも、目的、場面、状況を意識して展開した
例：「ALTが冬休みに海外旅行を計画している場面」

「どの国に行こうか迷っている状況」
「ALTにおすすめの国を伝える目的」

Small Talk





デジタル教科書の活用について



デジタル教科書の活用

【単元２・４時間目】新出表現との出会いに活用
〇 新出表現を含んだ聞き取り問題に挑戦する

・学級全体で聞き、解答する
※聞き取り間違えやすいポイントなどを明確にする
・自分のペースで各自聞き、解答する

【単元１時間目】単元の内容把握に活用
〇 単元のテーマに沿った英会話を自分のペースで聞く

・会話のスピードを調整しながら聞く
・字幕を見ながら聞く
・繰り返し聞く

⇒ 最後はPicture Cardの並べ替え活動を行い全体で内容を確認

【単元３・５時間目】言語活動の補助教材として活用
〇 言語活動を行いながら、必要に応じて新出表現等の言い方、

発音等を自分のペースで確認、学習する





金屋小授業スタイルの確立

○デジタル教科書を活用した授業スタイル（基本的な授業の流れ）を共有

＜毎時間行うもの＞
Greeting
English Shower
Small  Talk
Today's Goal
Reflection



成果

○Small Talkによる対話している場面や対話のイメージ
を持つことができた
○毎時間、Small Talkを行うことによって児童の聞く力
が向上した
○Small Talkを他の教員と一緒に考えることで英語に対
する意識が向上した
○授業公開を複数回行うことでにより、金屋小授業スタ
イルが浸透した
○デジタル教材の活用で個別に繰り返し聞いたり、自分
に合った速度にしたりすることで理解ができた



課題・今後の方向性

▲単元や英語表現によっては、Small Talkの目的、場
面、状況が上手く設定できなかった

▲Small Talkの内容が難しいことがあった

▲デジタル教科書の活用法の工夫があまりできなかった

▲Small Talkと同様に言語活動でも目的、場面、状況を
意識していく


